
四
年
前
に
「
社
会
教
育
ア
ラ
カ

ル
ト
」
と
題
し
て
、
社
会
教
育
に

関
す
る
疑
問
に
答
え
る
内
容
の
所

報
が
発
行
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
回

改
め
て
「
新
版
・
社
会
教
育
ア
ラ

カ
ル
ト
」
と
し
て
、
社
会
教
育
行

政
の
今
後
の
在
り
方
や
社
会
教
育

主
事
の
役
割
等
を
中
心
に
し
た
視

点
で
記
述
し
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。ス

タ
ー
ト
か
ら
堅
い
話
に
な
り

ま
す
が
、
ま
ず
は
法
律
で
確
認
し

ま
す

社
会
教
育
法
第
二
条
に

学

。

「

校
の
教
育
課
程
と
し
て
行
わ
れ
る

教
育
活
動
を
除
き
、
主
と
し
て
青

少
年
及
び
成
人
に
対
し
て
行
わ
れ

る
組
織
的
な
教
育
活
動
（
体
育
及

び
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
活
動
を

含
む
）
を
い
う
」
と
定
義
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
こ
れ
で
は

範
疇
が
あ
ま
り
に
広
く
、
抽
象
的

で
す
。
そ
こ
で
最
近
で
は

「
地

、

域
住
民
の
生
活
課
題
や
地
域
課
題

に
根
ざ
し
て
行
わ
れ
る
各
種
の
学

習
を
教
育
的
に
高
め
る
活
動
」
と

も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

同
じ
意
味
で
捉
え
ら
れ
が
ち
で

す
が
、
社
会
教
育
行
政
の
立
場
か

ら
言
う
と
違
い
ま
す
。
社
会
教
育

は
組
織
的
に
行
わ
れ
る
教
育
活
動

（
教
え
る
者
と
学
ぶ
者
に
よ
る
行

為
）
で
す
が
、
生
涯
学
習
は
学
び

の
総
称
（
学
ぶ
者
に
着
目
し
た
概

念
）
で
す
。
社
会
教
育
も
学
ぶ
側

か
ら
す
れ
ば
生
涯
学
習
に
含
ま
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

二
つ
の
関
係
を
言
い
か
え
る
と

教
育
基
本
法
で
謳
わ
れ
て
い
る
生

涯
学
習
社
会
を
構
築
す
る
上
で
中

心
的
な
役
割
を
担
う
の
が
社
会
教

育
行
政
と
も
言
え
ま
す
。

平
成
二
十
五
年
に
中
央
教
育
審

議
会
生
涯
学
習
分
科
会
で
審
議
さ

れ
た
内
容
を
「
議
論
の
整
理
」
と

し
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や

情
報
通
信
技
術
の
進
展
、
ま
た
、

都
市
化
・
過
疎
化
や
家
族
形
態
の

変
容
、
価
値
観
の
多
様
化
等
が
要

因
で
様
々
な
課
題
が
各
地
域
に
生

じ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
課
題
を
解

決
す
る
た
め
に
社
会
教
育
行
政
の

今
後
の
在
り
方
に
つ
い
て
次
の
よ

う
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

○
個
人
の
自
立
に
向
け
た
学
習

子
供
に
つ
い
て
は
「
生
き
る

力

、
成
人
は
「
総
合
的
な
力
」

」
が
身
に
つ
け
ら
れ
る
よ
う
、
生
涯

に
わ
た
っ
て
多
様
な
場
所
で
様
々

な
学
習
経
験
を
積
み
、
そ
の
成
果

を
適
切
に
生
か
す
こ
と
。

○
絆
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り
に

向
け
た
体
制
づ
く
り

住
民
が
学
習
を
通
じ
て
市
民
意

識
を
高
め
、
必
要
な
知
識
・
技
術

を
身
に
つ
け
、
互
助
・
共
助
に
よ

る
住
民
活
動
に
つ
な
げ
る
実
践
的

な
学
習
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
。

さ
て
、
前
述
し
た
社
会
教
育

の
今
後
の
役
割
（
求
め
ら
れ
る

も
の
）
を
果
た
す
た
め
に
は
、

実
践
現
場
（
フ
ィ
ー
ル
ド
）
や

推
進
者
（
理
解
者
）
に
よ
る
条

件
整
備
、
環
境
整
備
が
必
要
で

す
。ま

ず
は
公
民
館
を
中
心
と
し

た
社
会
教
育
施
設
、
次
に
学
校

教
育
と
の
連
携
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

等
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
等
の
各
目
的
に
そ
っ
た
組

織
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
も
行
い
実

践
場
所
の
確
保
が
重
要
に
な
り

ま
す
。
以
前
は
、
青
年
団
や
婦

人
会
、
子
ど
も
会
等
の
実
践
現

場
が
あ
り
ま
し
た
が
、
現
在
そ

う
い
っ
た
団
体
組
織
は
わ
ず
か

に
残
っ
て
い
る
程
度
で
す
。

ま
た
、
社
会
教
育
を
推
進
す

る
役
目
を
果
た
す
キ
ー
パ
ー
ソ

ン
も
必
要
で
す
。
幸
い
島
根
県

に
は
派
遣
社
会
教
育
主
事
制
度

が
あ
り
、
隠
岐
管
内
に
も
全
て。

の
町
村
に
派
遣
さ
れ
て
い
ま
す

加
え
て
、
社
会
教
育
委
員
が
各

町
村
で
任
命
さ
れ
て
お
り
、
社

会
教
育
に
係
る
住
民
の
ニ
ー
ズ

や
地
域
課
題
を
行
政
に
伝
え
る
シ

ス
テ
ム
が
あ
り
ま
す
。

社
会
教
育
主
事
は
教
育
委
員
会

事
務
局
に
置
か
れ
る
専
門
的
教
職

員
で
、
社
会
教
育
に
お
け
る
指
導

助
言
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
教
員

が
そ
の
資
格
を
取
得
し
、
市
町
村

教
育
委
員
会
で
そ
の
職
能
を
生
か

し
な
が
ら
業
務
に
携
わ
る
が
派
遣

社
会
教
育
主
事
で
す
。
①
家
庭
、

学
校
及
び
地
域
の
連
携
②
ふ
る
さ

と
教
育
の
推
進
③
人
づ
く
り
、
地

域
づ
く
り
の
推

進
を
職
務
と
し

て
日
々
社
会
教

育
の
推
進
に
努

め
て
い
ま
す
。

(

文
責

横
田)

平
成

年
度
「
隠
岐
島
教
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育
要
覧
」
に
お
い
て
、
研

究
指
定
校
等
の
小
中
連
携

キ
ャ
リ
ア
教
育
推
進
事
業

の
担
当
欄
が
「
熊
本
」
と

あ
り
ま
す
が
、
正
し
く
は

「
濱
田
」
で
す
。

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
と

共
に
訂
正
し
て
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

第 ４ ３ ５ 号 隠 岐 教 育 事 務 所 報 平成２７年６月３０日

―
給
与
明
細
の
見
方
そ
の
三
―

今
回
は
児
童
手
当
に
つ
い
て
。

□
児
童
手
当
は
、
中
学
三
年
生
ま

で
の
児
童
を
育
て
て
い
る
方
に
支

給
さ
れ
ま
す
。

□
毎
年
六
月
に
受
給
中
の
皆
さ
ん

に
現
況
届
を
提
出
し
て
も
ら
い
ま

す
が
、
こ
れ
は
引
き
続
き
手
当
を

支
給
で
き
る
か
ど
う
か
当
事
務
所

で
確
認
の
必
要
が
あ
る
か
ら
で

す
。
他
の
手
当
と
違
い
、
児
童
手

当
は
年
三
回
だ
け
支
給
さ
れ
ま

す
。

□
二
月
に
支
給
さ
れ
る
手
当
は
、

前
年
十
月
～
一
月
分
、
同
様
に
六

月
支
給
分
は
二
月
～
五
月
分
、
十

月
支
給
分
は
、
六
月
～
九
月
分
ま

で
の
四
ヶ
月
分
で
す
。

□
手
当
額
は
、
三
才
未
満
が
月
一

万
五
千
円
、
中
学
生
が
月
一
万
円

、

、

で
す
が

三
才
以
上
～
小
学
生
は

月
一
万
円
（
第
一
子
、
第
二
子
）

又
は
月
一
万
五
千
円
（
第
三
子
以

降
）
で
す
。
手
当
の
支
給
月
に
は

試
算
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

□
例
え
ば
、
三
人
兄
弟
（
大
学
一

年
、
高
校
一
年
、
小
学
三
年
）
の

場
合
、
十
月
の
支
給
額
は
四
万
円

で
す

（
六
万
円
で
は
あ
り
ま
せ
ん

。
）

（
総
務
課

藤
田
）


